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～耐津波工学委員会の使命～

日本原子力学会「2015年春の年会」
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亀田弘行（京都大学名誉教授、電力中央研究所名誉研究アドバイザー／委員長＊）
今村文彦（東北大学災害科学国際研究所教授／副委員長＊ ）
宮野 廣（法政大学大学院デザイン工学研究科客員教授／副委員長＊ ）
高田毅士（東京学大学院工学系研究科建築学科教授／ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑＷＧ主査＊ ）
成宮祥介（関西電力 マネージャー／編集ＷＧ主査＊ ）
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＊日本地震工学会 「原子力安全のための耐津波工学の体系化に関する調査委員会」
における役割



１．企画セッションの目的

２．「耐津波工学委員会」の概要

３．委員会の成果（多分野間協働の成果として）

４．むすび



１．企画セッションの目的

日本地震工学会と日本原子力学会の協働のもと
に行った委員会活動
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(1)委員会の成果の紹介

(2)地震工学・津波工学・原子力安全工学の分
野間協働の意義の検証



２．「耐津波工学委員会」の概要
＝日本地震工学会 「原子力安全のための耐津波工学

の体系化に関する調査委員会」（2012.9～2015.3）
＝「耐津波工学委員会」
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＊直接の動機＝2011東日本大震災における原子力発電
所の挙動

＊委員会の目的
+原子力発電所の津波安全を確保するための工学的方
法論の体系化
+個別技術とシステム評価技術が的確に融合する技術
体系の構築



＊多分野間連携の必要性（学術の責任）

+ 福島事故の原因のひとつ：学術分野における分
野横断的視野の欠如

+ 地震工学、津波工学、原子力安全工学の分野
横断的討議が不可欠

+ 「技術ガバナンス」の観点から重要
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＊委員会の体制：日本地震工学会に設置／日本
原子力学会標準委員会との密接な協力のもと
に企画・運営

+ 背景：2008年以降の日本地震工学会と日本原
子力学会の協力関係

+ 委員長と2名の副委員長に、地震工学（亀田）、

津波工学（今村）、原子力安全工学（宮野）の専
門家

+ 幹事・委員の構成にこれら3分野の専門家を配
置、多分野が連携して討議を行う体制

+ 土木学会原子力土木委員会津波評価小委員
会との連携



「原子力安全のための耐津波工学大系化に関する調査
委員会」名簿（2015年1月現在）
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（１）報告書の総合性
序
1. 総説
2. 地震・津波工学に求められる原子力安全の

基本事項
3. リスク論に基づく地震・津波防御の体系
4. 原子力発電所の地震・津波事故シナリオ
5. 原子力発電所の津波安全に関する性能
6. 津波の作用
7. 津波防御に関する工学的方法
8. 津波フラジリティ解析
9. 施設周辺地域における防災・減災対策の

推進
10. 耐津波工学関連の解析コード
11. 耐津波工学の課題と展望
コラム（A～N）
むすび
執筆者一覧
付録
English Summary
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３．委員会の成果（多分野間協働の成果として）



各章間の関係
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（２）目標5項目の達成

1) 原子力発電所の津波防御のための工学技術の把握

2) 地震・津波防御における深層防護とリスク論の位置づ
けの明確化

3) リスク論に基づく原子力発電所の地震・津波安全評価
体系の明確化

4) 地震工学，津波工学，原子力安全工学の分野横断的
討議をふまえた総合的視野の構築

5) 以上を包含する地震・津波に対する原子力安全実現

への総合工学的枠組みを「原子力安全の耐津波工
学」として体系化



（３）コラムの作成
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コラム

コラムA 技術ガバナンス

コラムB ハザード

コラムC 深層防護の役割と効用

コラムD 多様性・多重性・独立性

コラムE ALARPの考え方について

コラムF 原子力分野でのリスクの使われ方

コラムG 不確定性の概念と用語の整理

コラムH 事故シナリオと事故シーケンス

コラムI   過酷事故とシビアアクシデント

コラムJ   SSC

コラムK 作用（Action）

コラムL  計画津波・設計津波・想定津波・
基準津波について

コラムM ドライサイトの定義

コラムN  浸水、冠水、湛水等について

+ 多分野で討議していると、同

じ概念を異なる用語で表現
したり、同じ用語を異なる概
念で用いたり、ずれがある
場合などがある。

+ 討議で現れたこれら事例の

うち、重要な用語・概念につ
き、報告書の本文とは別に、
各1ページのコラムを作成し
た。

+ これにより、分野間交流の
円滑化を図った。

+ 解説だけでなく、委員会独
自の提案を含むものもある。





（４）将来展望
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i) 本報告書の到達点
＝目標5項目に関する検証

ii) 今後の課題と展望～1（各章からの問題提起に基づく）／
（技術課題）
a) 耐津波安全の基本要素に関する事項

b) 津波の作用，影響，工学的方法に関する事項

c) 社会との関わりに関する事項

iii) 今後の課題と展望～2（学術が果たすべき役割）／
（戦略的課題）

a) 耐津波原子力安全確保の実践に向けた学術の役割

b) 最新の学術的知見の組み込み

c) 原子力安全のための津波工学の深化

d) 学会間の分野横断的協働

e) 国際関係の強化



４．むすび
＊本企画セッション：
+発表：
(1)真の分野間協働を目指して～耐津波工学委員会の使命（亀田）
(2)原子力発電所の耐津波技術（有川）
(3)原子力発電所の事故シナリオに係るフラジリティ（蛯沢）
(4)原子力発電所周辺地域における防災・減災の推進（佐藤）
+総合討論：地震・津波に対する原子力安全実現への「耐津波工

学」として体系化するための課題（コーディネーター：宮野)

＊成果報告会：
日本地震工学会「原子力安全のための耐津波工学の体系化に
関する調査委員会」報告会
+ 平成２７年４月１５日（水） ９：３０～１７：３０
+ 東京大学弥生講堂 一条ホール
+ 参加費【報告書1冊＋講演資料】：

12,000円（会員：JAEE, AESJ, JSCE）／14,000円（非会員）

＊報告書販売： 10,000円（会員）、12,000円（非会員） Slide 14


